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ました。
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組
合
長
就
任
あ
い
さ
つ

助
役
の
選
任・監
査
委
員
の
選
任・決
算
認
定

平
成
二
十
三
年
第
三
回
定
例
会
は
九
月
二
日
か
ら
十
月
三
日
ま

で
の
三
十
二
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　本
定
例
会
に
お
い
て
、栗
原
雅
智
氏
の
組
合
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、組
合
規
約
第
八
条
に
よ
り
組
合
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、全
会

一
致
で
佐
藤
幸
三
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。ま
た
、上
程
さ
れ
た
議
案

は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
十
五
号

　平
成
二
十
二
年
度
組
合
一
般
会
計
及

び
平
成
二
十
二
年
度
組
合
林
産
物
流

通
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て（
認
定
）

　一般
会
計
の
決
算
は
、歳
入
三
十
億
一

千
五
百
六
十
六
万
五
千
八
百
十
五
円
、

歳
出
二
十
九
億
九
千
七
百
五
十
六
万

四
千
六
百
二
十
五
円
、歳
入
歳
出
差
引

額
は
一
千
八
百
十
万
一
千
百
九
十
円
で

す
。　林

産
物
流
通
事
業
特
別
会
計
の
決

算
は
、歳
入
歳
出
と
も
に
五
千
三
百
五

十
四
万
七
千
六
百
十
六
円
で
す
。

　な
お
、詳
細
は
、後
述
の
平
成
二
十

二
年
度
各
会
計
別
決
算
の
概
要
の
と

お
り
で
す
。

議
案
第
十
七
号

　助
役
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
、平
山

喜
久
雄
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
八
号

　監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
監
査
委
員
に
小
俣
一
雄
氏
、高

村
理
三
郎
氏
、天
野
克
行
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

第三回定例会

議
案
第
十
六
号

　平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）（
可
決
）

　既
定
の
予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
四
百
五
十
二
万
八
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
、二
十
一
億
八

千
八
百
九
十
三
万
九
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議 会 の 構 成新助役の紹介
平
成
二
十
三
年
第
三
回
定

例
会
に
お
い
て
、助
役
が
新

し
く
就
任
し
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

新監査委員の紹介
平
成
二
十
三
年
第
三
回
定

例
会
に
お
い
て
、三
名
の
監

査
委
員
が
新
し
く
就
任
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

山中湖村
平山喜久雄

山中湖村
高村理三郎

忍野村
天野　克行

富士吉田市
小俣　一雄

議長就任あいさつ

組合長
佐藤  幸三

　去
る
九
月
八
日
よ
り
新
た
に
組
合

長
に
就
任
し
ま
し
た
佐
藤
幸
三
で

す
。就
任
に
あ
た
り
私
の
組
合
運
営

の
基
本
方
針
な
ど
を
お
伝
え
し
、皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
第
一に
、組
合
の
財
産
は
、す

な
わ
ち
入
会
財
産
で
あ
り
、入
会
住

民
総
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に

認
識
し
、高
い
倫
理
性
と
公
正・公
平

に
徹
し
て
職
に
あ
た
る
覚
悟
で
す
。

　ま
た
同
時
に
、入
会
組
合
及
び
構

成
市
村
と
の
融
和
と
協
調
を
図
り

な
が
ら
、富
士
山
北
面
の
入
会
権
を

堅
持
し
未
来
に
渡
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
組
合
組
成
の
原

点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、入
会
住
民

の
皆
様
の
権
利
伸
張
に
寄
与
し
て
参

り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
基
本
姿
勢
の
下
、組

合
の
本
来
の
業
務
で
あ
る
造
林
事

業
、共
生
林
事
業
な
ど
の
森
林
整
備

事
業
に
つ
い
て
、長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
再
点
検
を
行
い
基
幹
事
業
と

し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、北
富
士
演
習
場
問
題
に
つ

い
て
は
、昭
和
四
十
八
年
の
使
用
転

換
の
地
元
条
件
を
背
景
に
持
つ
入
会

協
定
及
び
使
用
協
定
の
規
定
を
厳

守
し
、か
つ
国
に
厳
守
さ
せ
、そ
の
行

間
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の
地
元
の
思

い
を
想
起
し
な
が
ら
対
処
し
て
参
り

ま
す
。

　二
〇
一
三
年
六
月
に
は
、国
際
コ
モ

ン
ズ
学
会
世
界
大
会
が
こ
の
地
を
会

場
に
開
か
れ
ま
す
。北
富
士
の
入
会

を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
、世
界
の
コ

モ
ン
ズ
研
究
者
や
コ
モ
ン
ズ
の
当
事
者

か
ら
様
々
な
示
唆
を
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
、国
際
交
流
産
業
の
た
め
の

入
会
地
の
新
し
い
利
用
方
法
を
実
証

す
る
た
め
、成
功
に
向
け
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。

　こ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
と
進
め
方

に
つ
い
て
は
、十
分
な
検
討
を
図
っ
た

上
、関
係
者
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら

着
実
に
実
施
し
て
参
る
所
存
で
す

が
、関
係
者
、特
に
入
会
住
民
の
皆
様

か
ら
の
組
合
へ
の
信
頼
を
い
た
だ
き

続
け
る
た
め
に
も
、そ
の
業
務
、財

政
、人
事
に
つ
い
て
、よ
り
一
層
の
透
明

化
を
図
り
、業
務
全
般
の
見
直
し
を

行
い
、軽
快
で
活
力
あ
る
組
織
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　何
れ
に
し
て
も
、こ
れ
ら
の
具
現

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、入
会
住

民
の
皆
様
の
富
士
山
北
面
入
会
権
へ

の
更
な
る
注
視
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、常
に
入
会
住
民
と
と
も
に
考

え
、入
会
住
民
と
と
も
に
歩
む
所
存

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
ま

す
。　組

合
長
の
重
責
を
担
う
に
あ
た

り
、以
上
の
考
え
に
基
づ
き
誠
心
誠

意
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、入
会

住
民
の
皆
様
の
力
強
い
御
支
援
と
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　（
佐
藤
幸
三

　昭
和
二
十
一
年
生

ま
れ

　富
士
吉
田
市
元
富
士
吉
田

市
収
入
役
）

議長
横山  勇志

　私
は
、去
る
平
成
二
十
三
年
十
月
三
日
の
第
三
回

定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、議
員
全
員
の
ご
推
挙
に
よ

り
第
六
十
四
代
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有

財
産
保
護
組
合
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
は
、私
に
と
り
ま
し
て
誠
に
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
し
て
、衷
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
る

と
同
時
に
、組
合
の
歴
史
等
を
顧
み
ま
す
と
き
に
議

長
の
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　議
会
は
い
う
ま
で
も
な
く
組
合
の
重
要
な
事
項
を

決
定
す
る
機
関
で
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で一市

二
村
関
係
入
会
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
各
位
の
意

思
を
最
大
限
尊
重
し
、あ
く
ま
で
も
組
合
議
会
が
公

正
、公
平
か
つ
円
滑
の
う
ち
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う

に
、誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、恩
賜
林
行
政
の
推
進
の
た
め
公
正
無
私
の

立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、関
係
入
会
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、組
合
の
発
展
と
入
会
住
民
の
福
祉
の
向
上
に

努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　ど
う
か
関
係
市
村
入
会
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、組
合
議
会
に
対
す
る
な
お一層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、私
の
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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認
識
し
、高
い
倫
理
性
と
公
正・公
平

に
徹
し
て
職
に
あ
た
る
覚
悟
で
す
。

　ま
た
同
時
に
、入
会
組
合
及
び
構

成
市
村
と
の
融
和
と
協
調
を
図
り

な
が
ら
、富
士
山
北
面
の
入
会
権
を

堅
持
し
未
来
に
渡
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
組
合
組
成
の
原

点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、入
会
住
民

の
皆
様
の
権
利
伸
張
に
寄
与
し
て
参

り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
基
本
姿
勢
の
下
、組

合
の
本
来
の
業
務
で
あ
る
造
林
事

業
、共
生
林
事
業
な
ど
の
森
林
整
備

事
業
に
つ
い
て
、長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
再
点
検
を
行
い
基
幹
事
業
と

し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、北
富
士
演
習
場
問
題
に
つ

い
て
は
、昭
和
四
十
八
年
の
使
用
転

換
の
地
元
条
件
を
背
景
に
持
つ
入
会

協
定
及
び
使
用
協
定
の
規
定
を
厳

守
し
、か
つ
国
に
厳
守
さ
せ
、そ
の
行

間
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の
地
元
の
思

い
を
想
起
し
な
が
ら
対
処
し
て
参
り

ま
す
。

　二
〇
一
三
年
六
月
に
は
、国
際
コ
モ

ン
ズ
学
会
世
界
大
会
が
こ
の
地
を
会

場
に
開
か
れ
ま
す
。北
富
士
の
入
会

を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
、世
界
の
コ

モ
ン
ズ
研
究
者
や
コ
モ
ン
ズ
の
当
事
者

か
ら
様
々
な
示
唆
を
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
、国
際
交
流
産
業
の
た
め
の

入
会
地
の
新
し
い
利
用
方
法
を
実
証

す
る
た
め
、成
功
に
向
け
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。
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れ
ら
の
具
体
的
内
容
と
進
め
方
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て
は
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検
討
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図
っ
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上
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係
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ご
理
解
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得
な
が
ら

着
実
に
実
施
し
て
参
る
所
存
で
す

が
、関
係
者
、特
に
入
会
住
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の
皆
様

か
ら
の
組
合
へ
の
信
頼
を
い
た
だ
き

続
け
る
た
め
に
も
、そ
の
業
務
、財

政
、人
事
に
つ
い
て
、よ
り
一
層
の
透
明

化
を
図
り
、業
務
全
般
の
見
直
し
を

行
い
、軽
快
で
活
力
あ
る
組
織
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　何
れ
に
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て
も
、こ
れ
ら
の
具
現

化
を
図
っ
て
い
く
た
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に
は
、入
会
住

民
の
皆
様
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富
士
山
北
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入
会
権
へ
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更
な
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願
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入
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と
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協
力
を
お
願
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し
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。
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幸
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吉
田
市
元
富
士
吉
田

市
収
入
役
）

議長
横山  勇志
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。
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史
等
を
顧
み
ま
す
と
き
に
議

長
の
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　議
会
は
い
う
ま
で
も
な
く
組
合
の
重
要
な
事
項
を

決
定
す
る
機
関
で
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で一市

二
村
関
係
入
会
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
各
位
の
意

思
を
最
大
限
尊
重
し
、あ
く
ま
で
も
組
合
議
会
が
公

正
、公
平
か
つ
円
滑
の
う
ち
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う

に
、誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、恩
賜
林
行
政
の
推
進
の
た
め
公
正
無
私
の

立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、関
係
入
会
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、組
合
の
発
展
と
入
会
住
民
の
福
祉
の
向
上
に

努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　ど
う
か
関
係
市
村
入
会
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、組
合
議
会
に
対
す
る
な
お一層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、私
の
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
構
成

 

議
長

　
　
　

  

及
川

　三
郎

　

 

　

 

副
議
長

　
　

  

羽
田

　康
文

 

林
務
委
員
会

　

 

委
員
長

　

  

渡
辺

　八
嗣

　

 

副
委
員
長

　羽
田

　幸
寿

　

　

 

委
員

　
　
　渡
辺

　嘉
男

　
　
　
　
　
　

 

及
川

　三
郎

　
　
　
　
　
　

 

羽
田

　康
文

　
　
　
　
　
　

 

演
習
地
対
策
委
員
会

　

 

委
員
長

　
　桑
原

　守
雄

　

 

副
委
員
長

　天
野

　盛
夫

　

 

委
員

　
　
　太
田

　利
政

　
　
　
　
　
　

 

佐
藤

　秀
明

             

渡
邉

　勝
彦

 

財
務
委
員
会

　

 

委
員
長

　
　渡
辺  

利
彦

　

 

副
委
員
長

　天
野

　弥
一

　

 

委
員

　
　

  

小
俣

　光
吉

　

　
　
　
　
　
　

 

羽
田
彌
壽
彦

　
　
　
　
　
　勝
俣

　

 

大
紀

　議
長

　
　
　横
山

　勇
志

　副
議
長

　
　羽
田

　康
文

林
務
委
員
会

　委
員
長

　
　渡
邉

　八
嗣

　副
委
員
長

　羽
田

　幸
寿

　委
員

　
　
　渡
邊

　嘉
男

　
　
　
　
　
　横
山

　勇
志

　
　
　
　
　
　羽
田

　康
文

演
習
地
対
策
委
員
会

　委
員
長

　
　桑
原

　守
雄

　副
委
員
長

　天
野

　盛
夫

　委
員

　
　
　太
田

　利
政

　
　
　
　
　
　佐
藤

　秀
明

　
　
　
　
　
　渡
邉

　勝
彦

財
務
委
員
会

　委
員
長

　
　渡
辺

　利
彦

　副
委
員
長

　天
野

　弥
一

　委
員

　
　
　小
俣

　光
吉

　
　
　
　
　
　羽
田
彌
壽
彦

　
　
　
　
　
　勝
俣

　大
紀



ONSHIR IN 2011 No. 94

おんしりんイベント報告おんしりんイベント報告
毎年恒例となっている、恩賜林杯スポーツ大会が開催されました。
各大会においては、多くのチームが参加し、日頃の成果を十分に発揮し、白熱した試合が展開されました。
また、囲碁大会では、日ごろの鍛錬の成果を発揮するとともに囲碁による友好もさらに深めました。

恩賜林杯スポーツ大会

4年生の部 優勝 ラーゴ・ビエントチーム4年生の部 優勝 ラーゴ・ビエントチーム

予選ａパート
１位　ＶＣひがし
２位　スペリオール上吉田
３位　山中湖ＳＣ
４位　忍野ＳＳＳ

予選ｂパート　
１位　ラーゴ・ビエント
２位　VC富士吉田
３位   ＶＣふじかめ
４位　ラーゴ河口湖Ｕ１２

決勝リーグ
１位　ラーゴ・ビエント　２位　ＶＣひがし
３位　スペリオール上吉田　４位　ＶＣ富士吉田

準優勝 山中少年野球団チーム優勝 忍野少年野球団Ａチーム

開催日：８月２０日（土）・２１日（日）・２７日（土）
場所：鐘山総合グラウンド

開催日：７月９日（土）　場所：山中湖交流プラザ｢きらら｣

第1５回恩賜林杯少年野球大会

第16回恩賜林杯少年サッカー大会

開催日：８月３日（水）
場　所：恩賜林組合
　　　（林業センター和室）

第３回
恩賜林杯囲碁大会

優勝 忍野Ａチーム

富
士
見
東

忍
野
Ｂ

山
　
中

小
明
見
Ａ

中
　
村

竜
ヶ
丘
Ａ

上
暮
地

上
吉
田

山
中
東
Ａ

大
明
見
Ｂ

中
央
・
幸

山
中
東
Ｂ

二
　
町

中
曽
根

小
明
見
Ｂ

竜
ヶ
丘
Ｂ

大
明
見
Ａ

向
　
原

下
　
宿

忍
野
Ａ

４年生の部

予選ａパート
１位　ＶＣ富士吉田
２位　忍野ＳＳＳ
３位　ラーゴ富士河口湖
４位　ＶＣふじかめ

予選ｂパート　
１位　ラーゴ河口湖Ｕ１２
２位　ＶＣひがし
３位　スペリオール上吉田
４位　山中湖ＳＣ

Aパート
優　勝　山崎　竜治
準優勝　有家　　賢
第３位　田辺　信雄

Bパート　
優　勝　宮下　安司
準優勝　宮下　明也
第３位　森屋　光正

決勝リーグ
１位　ＶＣ富士吉田　２位　ラーゴ河口湖Ｕ１２
３位　忍野ＳＳＳ　４位　ＶＣひがし

6年生の部

6年生の部 優勝 VC富士吉田チーム6年生の部 優勝 VC富士吉田チーム

平成２２年度各会計別決算の概要
■一般会計 （単位：円）

1 使用料及び手数料

2 国庫支出金

3 県支出金

4 財産収入

5 繰入金

6 繰越金

7 森林整備交付金

8 諸収入

4,534,000

16,166,000

14,102,000

547,047,000

98,249,000

760,094,000

9,093,000

1,631,628,000

3,080,913,000

4,565,090

16,266,000

14,108,217

539,435,599

36,852,500

760,094,285

9,093,800

1,635,250,324

3,015,665,815

歳　入

合計

科目（款） 予算現額 収入済額

1 議会費

2 総務費

3 事業費

4 公債費

5 予備費

53,111,000

481,438,000

2,539,229,000

1,000

7,134,000

3,080,913,000

52,718,966

413,349,501

2,531,496,158

0

0

2,997,564,625

歳　出

合計

科目（款） 予算現額 支出済額

（単位：円）

■林産物流通事業特別会計 （単位：円） （単位：円）

1 営業収入

2 営業外収入

52,057,000

1,965,000

54,022,000

52,058,482

1,489,134

53,547,616

歳　入

合計

科目（項） 予算現額 収入済額

1 営業費

2 営業外費

3 予備費

53,821,000

1,000

200,000

54,022,000

53,547,616

0

0

53,547,616

歳　出

合計

科目（項） 予算現額 支出済額

使用料及び手数料
4,565,090円

国庫支出金
16,266,000円

県支出金
14,108,217円

財産収入
539,435,599円

森林整備交付金
9,093,800円

諸収入
1,635,250,324円

繰入金
36,852,500円

繰越金
760,094,285円

議会費
52,718,966円

総務費
413,349,501円

事業費
2,531,496,158円
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国庫支出金
16,266,000円

県支出金
14,108,217円

財産収入
539,435,599円

森林整備交付金
9,093,800円

諸収入
1,635,250,324円

繰入金
36,852,500円

繰越金
760,094,285円

議会費
52,718,966円

総務費
413,349,501円

事業費
2,531,496,158円
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　平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）六
月
三
日
か

ら
七
日
ま
で
、国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
第
十
四
回

世
界
大
会
が
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
北
富
士
大
会

組
織
委
員
会（
会
長

　立
本
成
文
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
長
、副
会
長

　堀
内
茂
富
士

吉
田
市
長
、佐
藤
幸
三
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村

恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
長
）の
主
催
に
よ
り

当
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　約
七
十
か
国
七
百
人
の
研
究
者
な
ど
が
北

富
士
に
集
ま
り
コ
モ
ン
ズ
研
究
の
成
果
を
発
表

し
あ
い
ま
す
。二
〇
〇
九
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
受
賞
者
で
ア
メ
リ
カ
の
政
治
経
済
学
者
エ
リ

ノ
ア・オ
ス
ト
ロ
ム
教
授
も
来
麓
し
基
調
講
演
を

行
う
予
定
で
す
。毎
日
四
十
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
及
ぶ

各
研
究
者
の
発
表
の
ほ
か
、開
会
式
、閉
会
式
、

基
調
講
演
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、日
帰
り
視
察
旅

行
、地
元
住
民
な
ど
と
の
交
流
会
、一
般
向
け
講

座
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　北
富
士
地
域
に
お
い
て
は
、こ
れ
ほ
ど
の
規
模

の
国
際
学
会
の
開
催
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、観
光
庁
の
簡
易
測
定
モ
デ
ル
に
よ
る

試
算
で
は
、総
額
で
約
三
億
六
百
万
円
の
経
済

波
及
効
果
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
こ
の
大
会
の
成
功
は
、地

元
の
私
た
ち
一
人
一
人
の
も
て
な
し
の
心
と
そ
れ

に
裏
付
け
さ
れ
た
行
動
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。。

　エ
リ
ノ
ア・オ
ス
ト
ロ
ム
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
受
賞
は
、コ
モ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
る
共
同
資

源
の
管
理
統
制
に
つ
い
て
、政
府
や
市
場
だ
け
で

な
く
そ
の
利
用
者
集
団
が
自
律
的
に
行
っ
て
成

功
し
て
い
る
実
例
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

人
々
が
、自
ら
が
関
わ
る
利
害
対
立
に
関
し
て

政
府
や
市
場
と
い
っ
た
第
三
者
の
介
在
な
し
に

自
律
的
に
予
防
し
又
は
解
決
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　こ
の
受
賞
論
文
執
筆
の
き
っ
か
け
の
一つ
が
、

自
律
的
に
問
題
解
決
す
る
仕
組
み
を
北
富
士

の
人
々
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
が
、こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
北
富
士
の

入
会
関
係
者
は
、国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
の
世
界

大
会
が
北
富
士
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
十
二
月
の
国
際
コ

モ
ン
ズ
学
会
の
評
議
会
に
お
い
て
、研
究
対
象
者

が
自
ら
開
催
を
望
む
と
い
う
姿
が
称
賛
さ
れ
二

〇
一
三
年
の
世
界
大
会
を
北
富
士
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
、本
年
一
月
、イ
ン
ド
の
ハ
イ
デ

ラ
バ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
世
界
大
会

の
総
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
論
文
の
端
緒
の
地

「
北
富
士
」が
コ
モ
ン
ズ
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
証

し
世
界
に
発
信
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
す
。北

富
士
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、入
会
が
遠
い
過
去

の
古
臭
い
遺
物
で
は
な
く
、現
代
社
会
の
課
題

を
解
決
す
る
一つ
の
シ
ス
テ
ム
と
な
り
得
る
こ
と

を
知
り
、ま
た
、世
界
の
研
究
者
と
絆
を
結
ぶ
こ

と
と
な
り
ま
す
。加
え
て
、世
界
に
誇
る
富
士
山

の
麓
で
の
本
格
的
な
国
際
会
議
の
開
催
が
、既

存
の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
地
元
住
民
の
参

加
の
下
で
で
き
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な

り
、新
た
な
国
際
交
流
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
萌
芽
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
去
る
七
月
二
十
五
日
、

文
部
科
学
省
の
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
と

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護

組
合
が
、関
係
す
る
研
究
者
の
代
表
八
人
や
山

梨
県
副
知
事
、富
士
吉
田
市
長
、山
中
湖
村

長
、忍
野
村
長
、富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜

県
有
財
産
保
護
組
合
会
議
長
、富
士
吉
田
入

会
組
合
連
合
会
長
、山
中
湖
村
旧
三
村
入
会

組
合
連
合
会
長
、忍
草
入
会
組
合
長
及
び
新

屋
入
会
組
合
長
と
と
も
に
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会

北
富
士
大
会
組
織
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、こ
の
組
織
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
準

備
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

TO
P
IC
S

O
N
SH
IR
IN２

０
１
３
年 

北
富
士
で

国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会

世
界
大
会
を
開
催

北
富
士
の
入
会
の
仕
組
み
を

世
界
に
発
信

国
土
交
通
省
観
光
庁
長
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　国
土
交
通
省
観
光
庁
長
官
の
溝
畑
宏
で
す
。

　国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
二
〇
一
三
年
世
界
大
会

の
開
催
に
際
し
、関
係
各
位
の
ご
尽
力
と
そ
の

誠
意
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　日
本
は
、都
市
部
が
近
代
的
な
機
能
を
集
積

し
て
い
る一方
で
、地
方
部
は
豊
か
な
自
然
と
水
に
囲
ま
れ
、四
季
折
々
の
自
然
が

織
り
な
す
風
光
明
媚
な
景
観
の
み
な
ら
ず
、長
い
歴
史
の
中
で
独
自
に
継
承・発

展
し
て
き
た
美
し
い
伝
統
文
化
や
芸
能
、繊
細
な
味
覚
の
郷
土
食
な
ど
が
あ
り
、

参
加
者
の
皆
様
に
は
、き
っ
と
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
世
界
大
会
が
、ま
さ
に
日
本
を
象
徴
す
る
富
士
山
を
展

望
す
る
山
梨
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、我
が
国
の
豊
富
な
自
然
環
境
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、大
変
意
義
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。関
係
者
一丸
と
な
っ
て
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　日
本
政
府
は
、官
民
共
同
で
熱
意
を
も
っ
て
国
際
会
議
の
開
催・誘
致
に
取
り

組
み
、外
国
人
が
安
心
し
て
訪
日
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
三
年
に
参
加
者
の
皆
様
を
暖
か
く
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
観
光
庁

　長
官

　溝
畑

　宏

　

ことば

コモンズとは
　本来の意味は、入会地、あるいは共有地のこと。
本来の意味が発展して、土地や資源の共有利用、管理形態のこと
（入会の仕組みなど）。
分かりやすく分類すると
・ローカルコモンズ 例えば地域共有財（入会地など）
・パブリックコモンズ 例えば公園
・グローバルコモンズ 例えば水、空気

コモンズ論とは

国際コモンズ学会 総合地球環境学研究所とは

　共有財、すなわちコモンズとしての資源の利用について研究
する学問分野。
　多くの人々が集団で資源を管理し、利用し、持続していくこと
にはどのような意義があるのか、そこにはどのようなきまりや慣
習があるのかなどについて、社会科学、人文科学、自然科学の各
領域に属する者がその領域を越え探求している。

　国際コモンズ学会（ＩＡＳＣ：The International Association for 
the Study of the Commons）は、１９８４年のアメリカ科学評議会
による共有資源を巡る学術会議を踏まえ、１９９０年、世界各国の２０
０人ほどの経済学、政治学、人類学、自然科学などの研究者や実務
家などにより組織された国際学術研究機関である。現在、個人、法
人会員の会員数は１，０００以上となり、１３回にわたる隔年世界大会
を開催してきた。
　２００９年には、元会長のエリノア・オストロム教授が、コモンズ研
究によりノーベル経済学賞を受賞した。この受賞論文には、元会長
のマーガレット・マッキーン教授による約３０年前の北富士入会の実
地調査と文献調査が強い影響を与えている。

　地球環境問題の解決に向けた学問を創出するための総合
的な研究を行っている文部科学省所管の研究機関。正式名
称は、大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 総合地球
環境学研究所、略称は、地球研。
　コモンズ研究では世界的にも著名な研究機関で、我が国
に「コモンズ学会」がないことに鑑みこれに代わる最適な機
関であると認識されている。
所在　京都市北区上賀茂本山
所員　１００人以上の研究者

国際コモンズ学会北富士大会組織委員会の様子
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省
の
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
と

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護

組
合
が
、関
係
す
る
研
究
者
の
代
表
八
人
や
山

梨
県
副
知
事
、富
士
吉
田
市
長
、山
中
湖
村

長
、忍
野
村
長
、富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜

県
有
財
産
保
護
組
合
会
議
長
、富
士
吉
田
入

会
組
合
連
合
会
長
、山
中
湖
村
旧
三
村
入
会

組
合
連
合
会
長
、忍
草
入
会
組
合
長
及
び
新

屋
入
会
組
合
長
と
と
も
に
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会

北
富
士
大
会
組
織
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、こ
の
組
織
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
準

備
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

TO
P
IC
S

O
N
SH
IR
IN２

０
１
３
年 

北
富
士
で

国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会

世
界
大
会
を
開
催

北
富
士
の
入
会
の
仕
組
み
を

世
界
に
発
信

国
土
交
通
省
観
光
庁
長
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　国
土
交
通
省
観
光
庁
長
官
の
溝
畑
宏
で
す
。

　国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
二
〇
一
三
年
世
界
大
会

の
開
催
に
際
し
、関
係
各
位
の
ご
尽
力
と
そ
の

誠
意
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　日
本
は
、都
市
部
が
近
代
的
な
機
能
を
集
積

し
て
い
る一方
で
、地
方
部
は
豊
か
な
自
然
と
水
に
囲
ま
れ
、四
季
折
々
の
自
然
が

織
り
な
す
風
光
明
媚
な
景
観
の
み
な
ら
ず
、長
い
歴
史
の
中
で
独
自
に
継
承・発

展
し
て
き
た
美
し
い
伝
統
文
化
や
芸
能
、繊
細
な
味
覚
の
郷
土
食
な
ど
が
あ
り
、

参
加
者
の
皆
様
に
は
、き
っ
と
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
世
界
大
会
が
、ま
さ
に
日
本
を
象
徴
す
る
富
士
山
を
展

望
す
る
山
梨
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、我
が
国
の
豊
富
な
自
然
環
境
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、大
変
意
義
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。関
係
者
一丸
と
な
っ
て
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　日
本
政
府
は
、官
民
共
同
で
熱
意
を
も
っ
て
国
際
会
議
の
開
催・誘
致
に
取
り

組
み
、外
国
人
が
安
心
し
て
訪
日
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
三
年
に
参
加
者
の
皆
様
を
暖
か
く
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
観
光
庁

　長
官

　溝
畑

　宏

　

ことば

コモンズとは
　本来の意味は、入会地、あるいは共有地のこと。
本来の意味が発展して、土地や資源の共有利用、管理形態のこと
（入会の仕組みなど）。
分かりやすく分類すると
・ローカルコモンズ 例えば地域共有財（入会地など）
・パブリックコモンズ 例えば公園
・グローバルコモンズ 例えば水、空気

コモンズ論とは

国際コモンズ学会 総合地球環境学研究所とは

　共有財、すなわちコモンズとしての資源の利用について研究
する学問分野。
　多くの人々が集団で資源を管理し、利用し、持続していくこと
にはどのような意義があるのか、そこにはどのようなきまりや慣
習があるのかなどについて、社会科学、人文科学、自然科学の各
領域に属する者がその領域を越え探求している。

　国際コモンズ学会（ＩＡＳＣ：The International Association for 
the Study of the Commons）は、１９８４年のアメリカ科学評議会
による共有資源を巡る学術会議を踏まえ、１９９０年、世界各国の２０
０人ほどの経済学、政治学、人類学、自然科学などの研究者や実務
家などにより組織された国際学術研究機関である。現在、個人、法
人会員の会員数は１，０００以上となり、１３回にわたる隔年世界大会
を開催してきた。
　２００９年には、元会長のエリノア・オストロム教授が、コモンズ研
究によりノーベル経済学賞を受賞した。この受賞論文には、元会長
のマーガレット・マッキーン教授による約３０年前の北富士入会の実
地調査と文献調査が強い影響を与えている。

　地球環境問題の解決に向けた学問を創出するための総合
的な研究を行っている文部科学省所管の研究機関。正式名
称は、大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 総合地球
環境学研究所、略称は、地球研。
　コモンズ研究では世界的にも著名な研究機関で、我が国
に「コモンズ学会」がないことに鑑みこれに代わる最適な機
関であると認識されている。
所在　京都市北区上賀茂本山
所員　１００人以上の研究者

国際コモンズ学会北富士大会組織委員会の様子
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組合からのお知らせ

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。

法律相談

問い合せ　TEL 22-3355（演習地対策課）

平成23年11月8日火です
次回相談日は

（毎月奇数月の第2火曜です。）

※指定日以外または電話による相談はできません。
受付時間：午後1時から午後2時まで

　本組合では、地域住民の方を対象に、弁護士
による無料法律相談日を設けています。

日時　毎週（火・水曜日）、午前10時～午後4時
場所　木工所
対象　富士吉田市、忍野村、
　　　山中湖村在住の18歳以上の方
　　　※事前予約（営利を目的とした使用は不可）
定員　1日10名程度
内容　木工作業スペース、道具の貸出
　　　※材料については持ち込みで、自由に製作する。
費用　無料
　　　詳しい内容については、問い合わせ下さい。
申込み及び問い合せ　☎22-3355　森林整備課

リース作り教室
日時 11月25日(金) 
 1回目：午前9時～午前10時
 2回目：午前10時30分～午前11時30分
 3回目：午後1時30分～午後2時30分
 
 11月26日(土)
 1回目：午前9時～午前10時
 2回目：午前10時30分～午前11時30分
 
 11月27日(日)
 1回目：午前9時～午前10時
 2回目：午前10時30分～午前11時30分
 3回目：午後1時30分～午後2時30分
 4回目：午後3時～午後4時
場所　恩賜林組合ガラス温室
定員　各回先着15名（予約要）
内容　組合で栽培した花を使って寄せ植えの
　　　ポイントを楽しく学びます。
費用　800円（材料費）
講師　農業技術センター外川高雄氏（26日及び27日）
申込み及び問い合せ　☎22-3355　森林文化課

おんしりん「秋の寄せ植え教室」

木工作業スペース貸出

指名競争入札参加資格申請書を提出し、すでに登録されている業者の方で、下吉田南部国道１３
９号周辺地区（下吉田、新倉、及び松山の各一部地域）での住居表示実施に伴い、住所が変更に
なった業者の方は、新しい住所をお知らせください。　連絡先☎22-3355　企画財政課

謝
謝
来
園忍野村忍草　告下　蒼馬くん（5歳）

華梨ちゃん（3歳）

そうま

かりん

今日は、炭火でバーベキューをしました。
遊具で遊んで楽しかったです。

下吉田南部国道139号周辺地区のみなさまへ

日時　11月13日（日）、20（日）、27日（日）
　　　午前9時～午後4時
場所　恩賜林憩いの家
内容　木の実、つるなど自然素材を使ってリースを
　　　作成する。
費用　500円（材料代）
申込み及び問い合せ　☎22-3355　森林整備課


